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第 1章　緒 　　言

　分娩第 3期 は胎 兒娩 禺に始 ま b ， 胎盤及 び其の

附屬物 の娩出 を以て絡 了す る の で あ る が ， そ の 胎

盤の 娩出 1：は胎兒面娩 出（シ ユ ル ツ エ 氏 法）， 母 體

面娩出 （ダ ン カ ン 氏 法 ）， 牛母 體面 娩出 （混合法）の

3 樣式が區別 され る． 從來胎盤 の剥離機序 に 關 し

て は樣式 の 如何 を問わ す機械 的作用 が信ぜ られ て

い た． 皀卩ち

　 （1）　胎 兒面 娩出の 場合

　胎 盤は その 中央 部に 於て剥離 し始め ， 次第に 周

邊 に 及 び ， 剥離禺血は胎盤 と子 宮壁 との 間に 潴留

して
， 胎盤後血 腫 を形成 し， 之 に依 り陣痛が釜 爻

促進 せ られ る傍 ら，胎盤は 自己並 に後血 腫の 重量

に 依 b完全 に剥離 し， 胎兒面を下 向部 と して 娩出

され る ． この 樣式は 胎盤 が子 宮底近 くに附着す る

場合に 多 く， 頻度 が最 も高い ．

　 （2 ）　母 鱧面娩 出の 場合

　胎盤 は その 下端 よ り剥離 し始 め，次第 に 上 方 に

進み ， その 下縁叉 は母 體 面 を先 に して陰裂 に 現 わ

れ る． 之 は 胎盤が子 宮下 部 ， 前壁， 側壁 に附着す

る際 に見 られ ， 且 つ 胎盤娩出前 の 出血 が多 い ．

　然 る に 其後 Warnekros（1918）及 びWeibe1（1921）

等の レ 線學的研究 に依 b 之等 は眞 の 剥離機序で な

い こ と が判明 した．部 ち氏等は 胎盤が狹 い牧縮輪

を 通 遇す る まで は何 れ の 部分で剥離 し始め る に し

て もその機序 は 同
一

で あ るが ， 洞筋部 よ り産道内

に 下降 す る 際 に は
， 常 に ダ ン カ ン 氏法 で剥離 し，

之が そ の ま 〜 産道を通 過 し， そ の 邊縁 が陰裂 に 現

われ 丶 ば こ れ が母 體面娩出で あ り， 他方産道通邇

中 に 更 に 同轉 して その位置 を變 じ， 母體面 が卵膜

に被われ 多少鉤歌をなせ ぱ ， 之 が胎兒面娩躡 と言

うべ き もの で あ る と遞 べ た．

　以上剥離機序 に關 して は 種 々 な設があ り， 從來

の 娩出檬 式如何 に依 り分娩時出血 に著差が あ る と

す る報告 は多 い が ， 娩 出樣式 に關す る研 究 は 少 く
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350− 2 胎 盤 娩 出様 式 の 頻 度 に 關 す る 統 計學 的 觀察 目産女帚誌 6 卷 4 號

僅 か に 八 木（昭 17）の 報告 を 見 る の み で あ る．

　余 ぽ吾教 室 昭和 16〜22年に 於ける分娩5606例 に

就 き ， 之を調査iし，
い さ S か新知 見を 得た の で報

告する．

　　　　　　　第 2章 　ユE常分娩

　 第 1節 　頻度 （第 1表 ）

第 1 表 　 頻 度

母 　 體　 面

　 　 800

14，270 ± 0●4×3

牛 母 體 面
1

胎　兒 　 両

　　 931 　 ｛　 3875
　 ．　　　　 1　　 ＿ ．

16．608± ・．502169 ．エ22± 0．611
　 　 　 　 　 　 ］

著差 がな く，31歳 よ りは年齢の 増加 と共 に母 體 凶1

は 胎兒面に 比 して 増加 の 傾向 を示 し， 牛母體面 も

同樣で あ る が母 體面 よ b著明 で ない ．即 ち母 髀 面

は 25歳 まで は頻度 が少 い が ， 漸 次胎 兒面 に 比 して

壇加 の 傾向を示 し，

！

ド母 體面 は胎 兒面 に 比 べ れ ば

35歳 まで は頻度は少 い が ， それ以後は 漸増の 傾向

を示 す．皀卩ち若年者に は胎 兒面 ， 次 い で 孚母 體 面

が 多 く，
31歳以 上 で は母 譜齎 がナ曾加 の 傾向を示 す．

　第 3 節　經産囘數 （第 3 表）

第 3 表　経 　　産　　甥

　總數 5606 例 中母 體面 娩 出　（以下 娩出 を 略 す ）

14．270％，牛母 醴面 16．608％ ， 胎 兒面 69．122％ で

之 を山田 の 母 體 百 9．64％，牛母 體面 17．52 ％ ， 胎

兒面 72．07％ に 比 すれば ，母體 面 の頻度 は多 く，

牛 母體面 並 に胎 兒面 の頻度は 少 い ．叉 八木 の 母 髀

画 18．3％
， 牛母體面 5．9％， 胎兄面 75，7％ に 比 す

れ ば ， 母體面並 に胎 兒面 の 頻度は 少 く， 牛母 體画

の 頻度 は多 い ．

　第 2 飾 　年歯告（第 2表）

第 2 表　年 　　齡　　別

　　　i 母 體 豆ri
…

牛 母 體 面 　胎 見 面

一

定 壷藷 ・、9睡誰遍 虫 違 1禰

一
£σ歳

一以 下
21〜25　　　　　町 工2

　　越．．17．38含：ヒ1；廨
　 　 　 　 　 　 228

1　 母 　 體 　 面
　　　　　　　　　　　　　@　　　　　　@　@　　　　@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　@　　　　　　　@　@
　　　 　　　　
　 　　10− − 　1r

2 ± O ． 4
牛母體

1 　　］ ．51
832 ±O
469 　　］9824 、王76：ヒ1 ．495　
． 830 ±0   742 　　

90 　 　　

　 1248
　兒　面 　　73−一

2．0

：ヒ O ．243 　　 900 　2P　23． 140 ±
59．22 ．775士

L467t ．
．一一

．

h 』r一一王03　旨．144． 　3　P　　i］ ．・5。99611
耳
琵　17 ．廳

： 辷
1

． 31S

c 　 1 −
一
　．93− ．1− − 94『 　4PI−r4，

443
壬彊二38；

’

］ −
O

．

12’ i’：±：1．049．・一婦、振
6二、。1，eg−：、561 − ．一．　　 　　

　　 　
　 　57 　　 　．　　　 　　　30 　6PI呂52土

1：章
冨i3：

おL5 土o ，64合i − 一．　　　．一一

　 　　工4　　　1　　　　　　 21　　　
「

　7　P　　　　　

．Z74 ± σ：言 7言
諏 31 ≡≡ 0 ． 5451 ・ 氏 羸 諞 言 、 、 蒜 、 ， 　　 　 　 　 　
　 　 　　　　 　　　　 　　　　　　 　　　　 　

　
　

　　　　　　　　 　　　 　　　　　

　 　 　 　　　 ・ P．， ．553 呈漏 ［

緞1．

]7 　

　 1 　

　　　2　

1　 　　
　112

30
　　歳 31 〜35 ．　壷一36 −40 　　歳

齣 \5 ：i珀6塁型諏4◎9士！，671−35．　．8，エ8圭0・

　　　176　 　　　　　　　　　179　 　　　　　
　 　　　785 …− 27

315 ±工．756　2 工． 856土 1．4
122 ，530 土0．708 、。、92豊335…瀟望諞1一蕭蘿1． 鞭
〜45 　

　　　　　　32 　　　　　　　　　29 　 　　1　　　　　自亀一 　　議1
4．966 ：ヒO．855　3．541±O．813　2．526土0．26646
  　　　 　　　　　　 1　　　　 　　　　　　　4　　　 　　　　　．一一一5

@　歳＿0 ・1蚤5±d・155。・488弍 ・2440・144‡0・064

葱　　數　　 　 　 　　　 644 　 　　 1 　 　 　 　
　8

　　　1 　 　 　 　 3481 　 20 歳 以 下では 3

の 聞に 著差 を 認めない が， 2／ 〜 25 歳 では 母

面 は胎 兒 面に比 して著 しく頻度が 少く ， そ の

は有 意 で あ る （ 以 下表 中＊は胎 兒画に 比し て 母

面或 は孚母體面 の頻 度 が続計學的に有 意の 差 が あ

こ
とを示す） ．牛母體面は

胎
児画に比 して

差 は 認
め
が た い ． 26 〜

30歳
で も 3 者 の 聞 に

　　　　　189 　　　．

　 　 　 　82
　　　．　　 　　　　1

　 一 　 　　　

　　一一 21．750 ±
`669
　 　52613 ．83
}0 、 56D
　　

　348 二9．1．5
ﾟ1 三 墜曼

　　　236 　6

207 ±

D124 　　　14
1 −3

7。＄±。．3ff7

　 　 83
2．183

±0 ．237 　　
260

曹684 ±0．134 　　140 ．368
ヒ 0 ． 098 　 　 　 4 エ〔｝pio3 エ

0 ±
o酒 痴

i．−o ，
1

J 圭 oJ ： ／ 120i
o．105 ±

o・ σ5き 　　　

　　　
　

　 　

　
1

　　 　 　 　4 　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　
@
　11ZP 　− − 0 ユ 白 5 壬

ア ユ 5512P … 總數一！

　　　　O‘120：t 喞120　0．105ゴ：O ．053

− 0 　 　 　　　　 1 　 　　 　 　 　 0 　 　　 　

D120 ±0 ． 120i 646 　 　 　　　 　

　　　 830 　 　　　　 　　　 　 3801 　

産で は 胎 兒面 が 最 も 多 く ，母 體 面 ，牛母 體面

比して 有 意 の差 を示すが ，2 囘産 で は
3 者 の間

ﾉ 著 差 が た く ，母體面 で は 初産 より 2 囘産 の頻 度

が 大であり，これ は他 の 2

には見られ ない 顯 著 な 特 徴で あ る．3 囘 産 で は

母體面 ， 4 囘産以上
で
は母體 面 が最 高頻 度を示 し ，

母體面 が 中間 ， 胎兒 面が 最 低頻度 を 示す ，

@pp ち 初 産 で は胎晃 面が 多 く

2 囘産
で
は母 黷 面 が 急 壌し ，3 者｝ g 　 s ’同程度 の 頻 度を 示
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第 4 節　第 3 期持 續時間（第 4表）

　 　　 　　 　 第 4 表　第 3 期時間

母 體 面 　 牛 母 體 面 　 胎 見 面

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 336　　　 　　　 13765 分　　　　 271
以 下 1

』
姶 ．008≠乳凶≦墨⊆珍27王 1，724［38．666± O．8！6

6N 　　　　　　　＊2工1　　　　　　　　　　307　　　
し
　　　　 14．31

10分　33．486± L 興Q37．6う9圭L69740 ．211± O．821

る ．孚 母體 面 もほ tS
’
同樣 で ，

50cc以下 は著 し く少

く，
101〜250cc で 最高に 逹 し，250cc以上 で は他

の 2 者 の ほ be
’
中間に 位する ．

’−
26〜

　30分

　31．vi35

分 1

第 5 表 　節 3 期 出血

11N 　　 　　 　 　69　　 　　 　　 　 91
　 　 ／．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1−
15分 　I！O．950± 1．264

．
11．161± 1．116

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4216− 　　　　　　25
　 　 　 　 　 　 　 　 　 5．153± Or774120分　　　3．968± O．78］．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ］．821− 　　 　　 　 　13
25分　　　

．
2．063 ：ヒ0．576

　 　 　 　 　 　 6
　 2，209 ：ヒ0＿514
　 　

．
　

−
9
’

旨．
1・1°4±1・t76

　 0．368± Or2工2
36N40

分

　 　 442
1”P．．420ゴヒ0甲553
　 　 159

0．952± 0．393

　　　 4　−＿
0．635士 0．329…

　 　 　 2
0．3工7」：O．228

　 　 　 3
0．368± O．2］．2

4冒468：ヒ0．346
　　．−56
1．574± Q．208
　 　 27
0響759± 0．146
　 　 　 9
G．253 ：辷0．098
　 　 14
0．393 ：辷D．105

41〜　i　　　−．　　2　−一一一　　　　．2
45分　1　0．3ヱ7ヨ』0．228　　0，245± 0．173
46〜　

1
　　　　　　　 ＿ 1　　　　　　　2

50分 　 　 　 　 　 　 iO ．　？45± O．1．73　　　　　　　＿．−　　　　　
5F

『
　　　　 l　　　　　　 o

55分　．　0．159± 0．161
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0

母 體 面 　 孚 母 體 画 　 胎 見 面

』
50i，

　 以 下

5工〜

　 　 Pt129 　　　　　　　　＊182U21
．040± IJ．646！21．585± 1．415

　 　 ＊132　　　．　　　　　 202

　 　 1036
3  ．044± 0．781
　 　 989

100CC　「齋 529± 1．g60＿婁婁．957± 1．47工　28　r型 2770

le］．・v 　　　　　　87I 　　　 l41

15ecc　l　14．190± 1・4  9L茎6・723± 1
，
．279

　 　 　 　 　 　 　 74　　　　　　　ユ37151−
　　 　　 　　　 　　

一
函6：2農8ヨ≡1r269　 　 　 12．069± 1．315200cc

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 58　 　 　 　 　 　 　 39
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6．879：ヒ0．973　 　 　 　 6．361± 0．966
　 　 　 　 　 　 　 47　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 54

　 　 　 524

二真57ユ96土 0．6工1
　 　 　 328

1．一　　 工8

　 0．5（〕6：ヒ0．097
　 　 　 　 9

56．yI 　　　　 2

60分 IO．317± 0．愛 81
6工分 旨

以 上

總數

　 　 　 4
0．6’3，f ：」ヒO．3脅臼1
　 　 610

　 0．253土 0．098
1　　 　　　 4
　 0．ユ12：ヒ0．056
　 　 　 　 2
　 （〕．056± O．04 
　 　 　 ］．1

201・V250cc
．

251ん

．型Gcc

　旨二二g．512± 0響49e

＿＿ 、．　　15，＿
　 　4 ．611：辷0．3tt7
　 　 　 　 154

　 　 　 2
0．245ゴ：Or173　　U．309：ヒ0．093
　 　 815　　　 　　　 3558

　 5 分以 下 で は 母 體 画及 び 孚 母 體面 が 胎兒面 に 比

し多 い が ， 6 〜10分で は胎 兒面 が堆加 して 最高に

．逹 し，母體 面 の 頻度に 比 べ 有意 の 差 を示 し，
11〜

．30分で は 孚母體面 が最高頻度 を示 す．離ち母 體面

並 に牛母體面 は 5分以下 の 場合 に 多 く， 胎 兒面 は

6 〜10分が 多 く， そ れ 以上 で は漸次母體 面並 に 牛

母 體面の 頻度 が凌駕 する 傾向を示 す．

　 第 5 節 　第 3期 出血 （第 5 表 ）

　 50cc以下 で は胎 兒面 が最高頻度 を示 し， 母 體 面

』
並 に牛母體面に 比 し， 有意の 差 が認 め られ ， 更 に

51〜 100cc で も胎 兒百 が最高で ， 母體 面 と の 間 に

の み有意の 差が認 め られ る． 101〜150ccで は 3者

の 間 に 著差 は 認め が た く，151〜 25Gcc で は牛母 體

．面，251cc 以上 で は 母 體面が最高頻度 を示 しつ tS

胎 兒面 に 比 し檜加 の 傾向 をた ど り， 殊 1こ500cc以上

で は母 體 面 が他 の 者 に 比 し て 大 で あ る．即 ち母 體

面 は 0〜100cc で は胎兒面 に 比 し少 い が，150cc よ

．．　
「
） は胎 兒面 を凌駕 し，

251cc 以 上 で は 最高 に 逑す

39
耄δこc　ト

ー一
言．588ゴ曇言．751i−−2’［o］．6土 0．483

351−
400cc410
・V450cc

7．666 ：EOIS46「
一
藐 40乙：辷0．842．　4，466ゴ≡0．352

　　　　　　　　　で7　
−『．

「
一

　　　　　69

　　 　　 　　 　　　 　　 　　2膠O  1±   ．476
　 　 　 　

．−1
　　 董5

−．一
　　　　　 ユ1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 67

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．943：ヒ  r2352．447± 0．624　　1．305土 0．39U
　 　 13　　　　　　　 11　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 38
2．120± 0．582　　1．3C5± 0．39 

50Σ〜
1090cc

．

10001cc
以 上

總數

451〜　　　　　　！7　　　　　　　 10
50  cc 　　　2．773± 0．915　　1．186：tO ．372

　 　 　 　 　 　 　 34　　 　　　　　 　22

1膠1≦）2」：  ．176
　 　 24
  ．696± 0．142
　 　 54

5「二545 ：辷（廴924i　2．609 ：ヒ0，548　エ．566± 〔｝．214
　 　 　 4
0．652± 0 ．325．
　 　 613

　  

845

　 　 　 4
0．U6 ：辷0．184
　 　3446

　第 6節　後出血 （第 6 表）

　胎盤娩出後 2 時間の 出血 量 を見 る に ，
0〜100cc

で は胎兒面 ，101〜250cc で は牛母體面 ，
251　cc 以

上 では母 體 面が ほ ゆ最高で あ b，「
000ccL ）k上 で は母

體面は第 3期 出血 と 同樣最高 を 示 す が ， 後出血 で

は第 3 期出血 の頻度 の 如 く有意の 差 を示 す部 位が

な い ．皀口ち後 出血 量は 第 3期出血量 ほ ど胎盤娩 出

樣 式と密接な關係 を有 す る もの とは 認 めがた い ．

　第 7節　兒體 重 （第 7表 ）

　兒鱧 重 2500g 以下 で は 母 體面 が最高 で ， 殊に

2000g まで は ， その差が胎 兒面 並 に牛母體面 に比

し著 しい が ，
2501〜3000g で は胎 兒面 が最高 で ，

母 鱧 面 との 間 に有意 の差 が認 め られ， 3001〜400 

g で は 牛母體面 ，
4000g 以上 で も母 體颪が最高頻

度 を示 す．邸 ち未熟 兒の 場合 に は 母 體面 ， 正 常 冤

の 場合 に は 胎児面が多 く， 過熟 兒 に な る に 從 つ て

牟母體面並 に 母鱧面の頻度 が 胎 兒面 を凌駕す る．
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第 6 表 　後　　 出 　　 血

母 體 面 　 牛 母 體 面 　 胎 兒 面

50cc
　以 下
5工一

lOOcc101ev150cc151

・》
200cc201
−

25  cc251N300cc301e

“

350cc351
〜

40   cc401n

”
450cc451
〜

5 Occ501
〜

1000cc1001cc

　 以 上

總 數

　 　 工46
25．214± 1。784
　 　 工68
29．104± 1．886

　　 203　　
−一一

　　 940　
『

24謚 4勇≡1．526
』’
珍87斑 0．786

　 　 　 　 　 　 　 　 217　　　
．
　　　　 工03U

　　　　　　 26響344
…些工

と53453工g幻蠱≡』0．SOク
　　

．
86 　 − 一．瑯 　

1
．二　 砺

14．852」：工．478 　15．539土 1じ262　14．召爵 ゴ：0．604
　 　 　 37　　　　　　66　　　　　 260
6．39〔｝三壷0．5711

『
8。Ol2：ヒ0．945　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7 ．878 ：ヒO．469

　 　 　 2ゴ　　　　　　43　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 165
　 　 　 　　 　 5。220≡匠Or77ら5．008± 0、906　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5 ．OOO± Or338
　 　 　 26　 　 　 　 　 　 　 　 　 26　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 99

　　　　　　　　　　　　 3・b唾 ≒9塑 z4．490．t：0幽861　 　 　 　 　 　 3．156± 0．609
　 　 　 　　 　 　 　 　 20

’
　 　 　 24　　　　　　　　　　　　　　　 6曾
4．145：ヒ0．829　 　 　 　 　 　 2r428 ：ヒ0．537　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2．091± 0．249

　 　 　 11
ユ．900ヨ≡0．6盞ζ）
　 　 10
1．727 ：ヒ0．542

．

　　　　　　
’
i6　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 46

　　　 17942 ：ヒ0．4801　1．394三士 0．182
　 　 　　 　 　

．
5
− 『

　　　　　48
　 　 　 0．60et　d：O．271：　 1 ．273土 0．195
10　　　　　　　

．
5　　　　　　　 43

1．727± 0．542
　 　 30

0．607 ：ヒ0．271
　 　

．
36

工．303 ：ヒ0 「197
　 　 116

5．182± 0．921i　4．370：tO ．709
．
　3．515± 0 ．321

　　　2　　　　　 4− 　 1、一　　 ユe
　 　 　 　　 　 O．4合6± 0．2420．345：±：0．242

’
　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 0．303」≡0 ．096
　 　 579　　　　　　　　　824　　　　　　　　3295　

．

第 7 表 　兒 體 皇 男ij

．．．1母 體 面
礎豐 面 胎

　 　 　 　 1　　　　　　　　 0
　 　0．162 ± 0．ユ62
　 　 　 　 1　　 　　 　　 　　 0
　 0匿162 ：ヒ0．ユ62i

．

兒 　 面

5009

以 下

501．v1000g10

  IN150091501N200092001

〜
250092501

〜
3000g300

工〜
35009350

エ〜
4000g40019

　 以 上

総 數

　 　 20
．059土 0，132

　 　 3e
．088土 0．161

1 、35監。、、5， 。．478i爵、ユ8gl 砿。、直。面

　　 17 　 − ＿ ．．．、6− ．一．−1　 45

　2．756ゴ：0．659　　0．717 ＝ヒo，292　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．323＝ヒ0．196
　 　 79　　　　　　　 96　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 320
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9◆4G8土 0幽50012 ．806± 1，345111 ．472 ± 1．1  2
　 ＊233　 　 　 　 　 　 　 　 336　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1543
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 珪5．364ゴ：0．96937．769士 1．951　 　 　 　 　 　 40．152 ：ヒ1．694
　 　 　 　 　 　 　 　 318　　　　　　 1242　 　 223
　　　　　　 38．OO1士 1．677．36．515 ：ヒ0。82536．148：辷1．934
　 　　 　 　 　 　　 74　　　　　

一
露4　 　 52

　 8．429 ± 1 ．118 　 8．843士 0．981

− 　一墨一一一一I　 s ニユ
　 　 　 　 　 　 　 O．359：ヒ0．207i　 O．648 ：ヒ0．323

　 蕊 7　　　 837　 1

6．880 ：ヒe．434

− 11
二　 …

O．323± 0．097
　 3403

　 第 8節　小 括並 に 考 察

　 年齡 で は若 年者に は胎 兒面 が多 く，
31歳 を過 ぎ

る と ， 他 の 2 者に 比 し母體面が多 くなる．經産囘

．黴 で は ， 初 産で は胎兒面 ， 2 同産以上 は母 鱧面が

　 急嶮 し，
4惆 産以上で 最高の 頻度 を示 す．EPち年

　齢 と經産囘數 とは ほ Y 同樣 で あ る が，之 は若年者

　 に は初産が多 く， 年齢の 獪加 と共 に經産囘數 も増

　 加 す る た め と思 わ れ る． し か しなが ら經産囘數で

　 は初産 の頻度が母鱒面並 に 牛母 體 面 と もに胎 兒面

　 に 比 して 有意 の 差 を示 し， 且 つ 母體 面で は 2 囘産

　 が初産 よ り多 い 黜 か ら，胎盤娩 出樣式 の 頻度 は年

　齢よ りもその 經産囘數 に影響 され る ことが大 で あ

　 る と考 え られ る．

　　第 3期持 綾時聞は 5 分以下 の場合は母體 面並 に

　牛母體面 ， 6 〜 15分 で は逆 に胎兒面 が多 く， 漸次

　 牛母：體面が壇加 する．第 3期出血 はO・v100cc で は

　胎 晃面 ，
101cc以上 で は牛母體面 ， 更に 251cc以上

　 で は母體面 が多 くな る．邸ち母體面 で は第 3 期 持

　績時間の 短 い もの が多 い に か 丶 わ らす ， 第 3 期 出

　血 の 251cc以上 の もの が多 く， 胎兒面 で は 第 3 期
．

　持 續時間の 6 〜15分の もの が他の 2 者に 比 し最 も

　多 い が ， 第 3 期出血 は 少 い ．牛母體面 は その 中冊

　 の 傾 向を示 す．即 ち第 3 期出血 は 胎盤娩出樣式 に

　影響 さ れ る こ と が 大で あ る ．

　　後出血 は母體面並 に 牛母體面 に 多 い が ， 3 者 の

　間に 有意の 差 を認め る 部 位 が な い ．皀Pち後出血 は二

　第 3 期出血 ほ ど胎盤娩出様式に依 り影響 を受 ける

　 こ と が少 い ．

　　兒鱧重 で は 未熱兒は 母 體面 ， 正 常兒は胎 兒面 ，

　過熟兒は 牛母體面並 に 母 體面 が多 い ．

　　以上年齢 ， 經産囘數 ， 第 3期持績時間，第 3期
｝

　出血 ， 後 出血 ， 兒體重 い すれ に於て も，牛母體 面

　は 母體面並 に 胎兒面 の 中間の 頻度 を示 し，又 い ず

　れ の 諸點か ら見て も， 胎児面 に は 正常分娩が多 く

　母 體面 に は異常分娩へ の 傾 向が多 く認 め られ る．

　皀口ち胎盤娩出樣式の 見地 か らは ， 胎兒面 は正常，

　母體 面 は異常 と見做 さ れ る ．

　　　　　　　 第 3 章 異常分 娩

　　第 1節　高年初蘆婦 （第 8 表 ）

　　牟母 體 面が最 高で ， 母騰 面 及び胎 兒面 の 問に ぱ

著差 がな い ．既述の 如 く正 常分娩 で は 30歳以 上 ぱ

　母 體面 ， 初産 は胎 兒面 が い す れ も最高 を示 した が

高年初蓙婦 では その 兩條件が重複 するた めか ， 母

體 面 と胎兒面 と は 殆 ん ど同摩 で あ る ．
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第 8 衰 　　高 年 初 産婦 と同樣 で ある．

「母 體 司 牛 母 翫 隴 面

68

第 12表 骨 盤 位

實　　數

百 分 攀

435

．375 7．303

216 ［母 體 面 旨鞨 體面 胎 見 面

5．575 正 　 　 常

　第 2 節　人工 破膜 （第 9表）

　母鱧面が最高，以下 牛母體面 ， 胎兒面の順位 で

あ る が， 其 の 間に著差が な い ．EPち， 人 工 破膜は

胎盤娩出樣式に は 大なる影響 を與 えない よ うで あ

る ．

陣痛 促 進

22 34

81
＿ 一

計 30

640

95
一
24

第 9 表 　 人 工 破 膜

母 體 面 牛 母 體 面 胎 兒 面

109 114 423
　

　　
　　　　　　　　　　　　　 1

”’
　
　　

13．625 ：ヒ1．226　　　12，243± 1。065　　10．913± 0。503

119

第 6節　胎勢並 に 囘旋異常（第 13表）

　胎勢異常の 申 ， 顏位 で は その 絶野數は母體面並

に牛母鱧面が同數 で
， 胎 兒面 を凌駕 し，正 常分娩

に 比 し著差 を認め ， 前頂位で も3 者の 絶野數は殆

ん ど同數 で 正 常分娩に 比 し著差 が あ る．囘旋異常

に は期 くの 如 き著差 は 認 め得な い ，

第 13表 　胎勢 並 に 囘旋 異 常

　第 3 節 臍帶卷絡 （第 10表）

母體面並 に 牟母體 面が殆 ん ど同頻 度で ， 胎 兒面

が僅か に 多 い が著嗟iは 認め がたい ．

第 10表 　臍 帶 卷 絡

顏　　位

前 頂 位

後 方 頂 位

低 在横定位

　　計

膿 司 報 舗 降 兒 面

　 　 4　　　　　　　 4　　　　　　　 1
　 　 19　　 　　 　　 20　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 21
　　 1　　　　　 翕

皿…
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8
　　 1　 　 　 　 　 　 　 　 2　　　　　　　 8

　 　 　 　 　 　 　 28　　　　　　38　 　25

母 體 面 牛 母 體 面 　　　　 胎 兒 面

164

20．500± 1．427

ユ91

20 ．515± ユ．323

　 　 722

18．9工6± 0．394

　第 4節 　双 胎 （第11表）

　牛母體面 （2，1％ ）が最高 ， 以下 母體面（1．1％ ），

胎兜面（O．6％ ）の 順位 で あ る が著差 は認 めが た い ．

但 し陣痛促進法 を使用 した場合の み は 牛母體面 が

他 の 2者 に 比 し多 い ．

　第 7 節　陣痛促進法

　母 體 面並 に 孚母 體 面 は殆 ん ど 同率 で あ る が，胎 ご

兒面に 比 べ れば著 し く多 い ．方法別 に は藥物的方

法 （キ ニ 冖ネ ，
ピ ツ イ ト リ ン 等）の場合 に は胎兒画 ，．

機械的 方法 （ブ ジ ・
一一

，
メ ト ロ イ リ ーゼ， コ ル ポ イ

リーゼ 等） の場合 に は 母 鱧面 ， 両者併用 の 場合 に．

は牛母體面 が い すれ も最高で あ る （第 14表）．

第 14表　　陣痛 促 進法

母 體 面 牛 母 體 面

第 11表 　双 胎

　　　　1母 體 面 呼 膿 面 亅胎 晃 面

正 常

16

1 ・ ； 22

薬 物 的

陣 痛 促 進

計

機械 的

3 12

9 20

工

併用 的

23
總　數

　 4351
．806％

　 2634
．325％

　 14

　 4148
．236％

　 2124
：707％

　 2327
．060％

　 85

1 胎 見 面

　 　 117
　 　 58．500％
　 　 　 51

　第 5 節　骨盤位 （第 12衰）

　牛 母體 面 （4．3％）が最高，以 下母 體 面 （3．8％ ），

胎 兒面 （3．1％）の 順 で あ る が著差な く，頭位の場合

16．867％
　 83

25．500％
　 3216

．000％
200

　、10．350≡」1巳07719 ．129：ヒ0．9蠶3
．
｝5命工67：ヒ0．223

”

但 し　總 數 の 頻 匿 は 各 型 正 常 分 娩 數 に 謝 す る

　 　 　百 分 奉 を 示 す

陣痛促進法 を使用 した 場合 の 第 3 期 出血 を見 る・

に ， 之 を使用 しな い 場合 と殆 ん ど同 じよ うな傾臨
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が認 め られ る ．皀Pち 0〜100cc で は 胎 兒面 ，
101cc

以 上 で は母體 面並 に 孚母 體面 の 中い すれ カぢ 最高

で あ り， 501cc 以上 で は牛母 鱧面が最 も多 く，母

體 面 もほ ｝
”
同 頻度 で ， 胎兒両 との 間に 著差 を認 め

る （第 15表 ）．

目産 婦 誌 6卷 4 號

第 15表　第 3期 出i血

第 16表 　後　　 出 　　 」肛

　　　　　母 體 面 　　　牛 母 體 mb
’
　1　胎 兄 面

ttLOcc　　　　 18　　 …
．
　 盈　　　 1　　 54　

．．’．
　 　 　 　

　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　　　　　　　　

一．エ冫U ド　　22 ．784士 4。719　26．506± 4．844127 ．工35二辷3．152
51・一　　一　　　　ユ5　　　　　一一一12　　　　、L＿＿＿＿1塗一　　

1
三

IOOcc　．18．987± 4 ．413　14．458士 3．86D．31．155± 3．293
ユOl〜　　　　　　　12　　　　　　　　　　11　　　　　・　　　　 2琵

一一一一「閏ヒ

150cc　I ユ5．19｛〕」：4．038　13。253　＝1：3，742　119055 士 2 ．223
151〜

i　 8
．一一

i

：
．

10 　
一
　 逋 二

200cc　I ユ0．126± 3．395　12．04魯＝ヒ3．5731　8凾040± 1．927
2DI〜 4 　 6

−一一．−
15
『一『’｝’齒

250cc　　　5．063：ピ2謄476 　　7 ．2盛）± 2．803
−一

ア：誑 ≡E1．窪IC3　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
21
搬 に、．。63窪，．4671 、、、、、豎、．、鱒

L
藐 、盡偏 7

301〜　　 　　 　　5
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0 ‘ 00 ゴ 　｝ 19 　陣 痛促進法を使用 す

場合の後出血に就て見 る に，こ れも亦正 常分娩の

合と同樣0 〜 100cc で は胎 兒 面 ， 101cc 以上

は牛母 體面或 は 母體面 ， 501cc 以 上 で は 牛

體 面が 最高 であ る、　EP ち陣 痛 促進洪を 使用 す

場
合にも ， 出麺 1 量が 少 い と きは 胎兒面が多 く，

」 血量 の増加と 共 に牟珂 ：體面並 に ．母 髓面

舞 度が凌駕 す る傾 向 を 示す （ 第 16 表 ）． 　

に 陣痛 促 進法を使用した 場合 の分 娩 各 期 とそ

促 進方法 の 種類 との關 係 を 見る に ，藥物 的方 法

場合に は前 期， 前 期並 に第 1 期に使 用 し たも の

ﾉ ｝ ま 牛母 體 面 が最 寫，第 2 期 の み使用した も の

胎 兄 面 ，第 1 期 並に第 2 期 ，前 期 並に第 1 期

使 用 したも のは 母 體 面 が 最 嵩で ある ．機械 的

法 の 場合 に は ， 前 期 の み に 使 用し た

の は 母 體 面 ， 第 1 期

第2 期の各 期にのみ使 用し たものは孕母體 第17表　陣痛
促進

に 依る分娩 各期の 　　　　最高頻度の様式塑塑．…編：・・7％鍵爾
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鰍；驚 ； 面， 第1 期 並に第 2

に使 用 した も の｝ ま胎 兄面 ， 更に 前 期 並 に 第

  C 前 期並に 第1 ，2 期に 使用 した ものは再び ・ 母

面 が 最 高 を 示し てい る ．兩 法 併 用 の 場 合に は

1 期 ，第 2 燗 の各 期 の みと 更に 第 1 ， 2 期に

用したも の： ま∠ 卜 母韻 面， 前 期並に第 1 期

使 用した ものは拾 晃面 ， 前期 並 に 第 1 ， 2
期 に

坩した
も
のは 母 體 面 が 夫 々 最高 である． 即 ち胎兒面 が 最 高を 示
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．械的方法 を第 1 ， 2 期に 使 用 した場合 と ， 爾 法 を

前 期並 に第 1期 に 使 用 した 場合 （藥物は 主 と して

キ ニ ーネ） と で あ る ．

　 串 母醴面が最高の もの は，前期 ， 第 1期，第 2

期 の 各期 に の み使用 した場合 に多 く，之 ｝こ對 して

tt
母體面が最高 の もの は ， 前期 ， 第 1期 ， 第 2 期 の

い ずれ か に また が つ て使用 した場合に 多 い （第 17

表）．

　 皀卩ち陣痛促進 法 を使用 した 場含 に は母體面並 に

牛母體 面が胎兒面 よ b多 く， 母體面は機械的方法
’
に ，牛母 體面 は併用法 に ， 胎兒面 は藥物的方 法 に

多 い と言 い得 る ．第 3 期出血 並 に 後出洫．は胎児面
／’
｝こ少 く，母體面並 に 牛母鱧面 で は 多 い 傾向を示 す．

その使用 する 分娩各期 と 促進方法 に依 る最高頻度

は ， 胎兒面 の場合に は第 2 期 に藥物 を使用 したと

き，孚母 鱧面 は分娩の 各期に の み 使用 した と き，

億 鱧 面 は前期 ， 第 1期 ， 第 2期 に またが つ て 使用

した と きに 多 い ．

　 第 8 節　小 括並 に考察

　 高年 初産婦で は母 體 面並 に 牛母 體 面 ， 人工 破膜

で も母體面 並 に 傘母體 面が 多 い が ， 臍帶卷絡 で は

3 者の 間に 著差がない ．双胎で は 牛母 體面が多 く

殊 に陣痛促進法 を使 用 した 場合 に は著 しい ．骨盤

位 で は 3者の 間に著差 が な い ．胎i勢異常で は母 體

面並 に 牛母 體薗が著 し く多 く， こ れ に對 して 囘旋

暴常で は著差 ｝ま認め がた い ．陣痛促進法で は 母體

面 並 に 牟母 體 面 が 多 く， 殊 に 機械的方法 で は母體

面 ，機械 的 ， 藥物的併用法 で は牛母 體面 ， 藥物的方

法 で は胎兒面 が多 い ．又 使用 した分娩各期に 就て

は各期 に限 つ て 使用 した場合 は牛 母體面 ， 2期以

．上 に またが る場合に は 母體面が多 い 傾 向を示 す．

　　　　 　　 第 4章 　總 　　括

　 先す胎盤娩出樣式 とその機序 と に つ い て 述 べ
，

次 い で 正常分娩 で は各娩出樣式 と年齢，經産囘數，

第 3期持 繽時問 ， 第 3 期 出血 ， 後出血 ， 見體重等 と

の 關係 に就 て 述 べ た ．帥ち若年 で は胎 兒面が多 く

年齢 の膾加 と共 に 母體面並 に 牛母 體 面 が壌 加 し，

薩塵囘數 で も同樣 で あ b，第 3期 持績時問と の 關

係 は母蹉 面並 に 牛母 體面 は 短 時問 の もの と ， 稍 A

長時間の もの と に 多 く， 第3期毘血 並 に 後出血 に 就

て は 出皿 量の 少 い もの は胎 兒面 が 多 く， 出血量の

壌加 と共 に 母體 面 ， 並 に 孚母 體面 が増加する． 兒

體 重 で は正常兒は胎 兒面 が多 く， 未熟兒並に 過熟

兒 は 母 體 面 並 に牛母 體 面 が 多 い ．以上 の 諸點 か ら

母體面並 に 孚墫體面 は 正 常分娩の場合で も異常 の

傾 向を示 す ことが多 く胎 兒面 は 正常の經過が多 く

見 られ ， 從つ て 胎盤娩出樣式 の 見地 か らは母體面

並 に 牛母 體面 は異常胎兒面 は正常 と言 い 得 よ う．

　次に異 常分娩 の うち高年初産婦 で は牛母體面，

人 工 破膜で は母體面並 に 雫 母體面 が稍 爻多 い が ，

臍帶卷絡で は 3者 の 間に著差は認 めが た く， 双 胎

で は牛母 體面が多 く， 骨盤位で は 3 者の 間に 著差

がない ．胎勢異常 で は母鵲面並 に 牛母體面が著 し

く多 く， こ れに 反 して 囘旋異常 で は著差 が な い ．

陣痛促進法で も亦母體面並 に牛母體面が多 く， そ

の 使用 時間が長期 に わた る ときは母 體面 ， 分娩各

期 に 限 つ て 使 用 する と きは牛母體 面 ， 第 2期に藥

物的方法 を使用 する と きは胎兒面 が多 い ．

　 さて Warnekros 並 に Weibel　lまレ 線學 的研 究

の 結果 ， 胎盤娩出樣式は その 産道通過 の駅態 を示

す に す ぎな い としたが， その 産道通過 の 歌態 に 影

響 を與え る 因子 は ， 果 し て 如 何 な る もの で あ ろ う

か．余 は以 上 の統 計學 的觀察の 結果 ， 子宮 の 牧縮

1伏態が その 一因 をなす もの で は ない か と考 える．

EPち頻産婦 ， 過熟兒 ， 双胎 ， 長期 に わた り陣痛促

進法 を使用 した場合 等に は母 體面 ， 並 に 牛母體面

が多 い が ， こ れ等の場合 に は
一
般 に 子 宮牧縮が不

良な こ とが多 く，之に齧 し初産婦 ， 第 2期 に ピ ツ

イ ト リ ン を 使 用 した よ うな場合 に は 胎 兒面 が多 い

が， こ れ等 の 場合 に は 一般 に 子 宮牧縮 は良婦で あ

る ．皀卩ち子宮 牧縮 の不良な場合 に は母體面並 に牛

母 體面 ， 良好 な場合 に は 胎兒面 が 多 い と 思わ れ

る．

　之 を要 す る に 母體面並 に 牛母體 面｝ま異常，胎兒

面 は正 常と言 い 得べ く， 産道通過 の歌態 に影響 を

輿 える 囚子 と して は 子 宮 の 牧縮歌態が大な る役割

を演ず る tJの と考 え られ る ．

　 擱 筆 す る に 堂 η懇 篤 な る 御指 導 並 に 御 校閲 を 賜 つ た 恩

師長 谷 川 数 授 に 謹 謝 す る 。
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